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「
子
供
の
頃
は
気
が
小
さ
く
て
、
人
前
で
何

か
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
性
格
で
し
た
。

人
前
に
出
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
の
で

す
が
、
そ
れ
を
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
な

く
て
、
一
人
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す

ね
」サ

ッ
カ
ー
王
国
・
静
岡
県
旧
清
水
市
出
身
。

多
く
の
友
達
は
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
る
中
、
佐
野
が
小
学
生
の
時
に
習
っ
て
い

た
の
は
エ
レ
ク
ト
ー
ン
。
し
か
も
、
音
楽
が

好
き
で
習
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
音
楽
の

成
績
が
悪
く
て
親
に
無
理
や
り
習
わ
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
高
校
時
代
も
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
部
で
活
動
し
、
自
転
車
を
始
め

た
の
は
埼
玉
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
だ
っ
た
。

「
兄
が
愛
知
県
の
大
学
に
通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

静
岡
の
自
宅
ま
で
自
転
車
で
帰
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。

1
5
0
キ
ロ
か
ら
2
0
0
キ
ロ
ぐ
ら
い
は
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時
に
『
自
転
車
っ
て

す
ご
い
な
ぁ
』
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
ね
」

大
学
時
代
も
1
年
生
の
時
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
に

所
属
し
て
い
た
も
の
の
、
2
年
生
か
ら
自
転
車
同
好

会
に
所
属
。
実
際
に
競
技
を
始
め
た
の
は
3
年
生
か

ら
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
そ
の
素
質
は
開
花
す
る
。
競

技
を
始
め
た
1
年
目
で
全
日
本
イ
ン
カ
レ
に
出
場
、

翌
年
に
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
、
Ｕ
―
23
全

日
本
選
手
権
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
部

で
優
勝
を
果
た
し
た
。
そ
の
実
績
が
買
わ
れ
て
、
卒

業
後
は
自
転
車
大
手
メ
ー
カ
ー
・
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の

チ
ー
ム
に
所
属
と
な
る
。

「
た
だ
、
社
会
人
で
始
め
た
頃
は
な
か
な
か
成
績
を

残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
、
2
0
0
8
年
に
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
チ
ー
ム
に
移
籍
す
る
の
で
す
が
、

こ
の
移
籍
が
自
分
の
自
転
車
競
技
人
生
の
中
で
も
、

一
つ
の
転
機
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

自
ら
志
願
し
た
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
へ
の
移
籍
。
チ
ー
ム

メ
ー
ト
や
監
督
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要

な
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
は
そ
の

波
長
も
自
分
に
合
っ
た
と
佐
野
は
振
り
返
る
。
す
る

と
、
2
0
1
1
年
の
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
で
3
位
入
賞

す
る
な
ど
、
成
績
も
徐
々
に
出
始
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
は
イ
タ
リ
ア
な
ど
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の

本
場
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
る
レ
ー
ス
に
も
参
加

し
て
い
た
た
め
、
佐
野
の
活
動
も
徐
々
に
海
外
へ
と

広
が
り
始
め
る
。
そ
し
て
2
0
1
3
年
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
の
紹
介
も
あ
っ
て
イ
タ
リ
ア
の
チ
ー
ム
に
移
籍
。

卒業生インタビュー ロードレーサー 佐野淳哉

2
0
1
4
年
6
月
29
日
、
埼
玉

大
学
経
済
学
部
出
身
の
32
歳
（
当

時
）
が
日
本
の
頂
点
に
立
っ
た
。

佐
野
淳
哉
。
自
転
車
競
技
の
国
内

最
高
峰
レ
ー
ス
「
全
日
本
自
転
車

選
手
権
大
会
」
で
、
見
事
優
勝
を

飾
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
表
彰

台
で
優
勝
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
マ

イ
ク
を
向
け
ら
れ
る
と
、
人
目
も

は
ば
か
ら
ず
に
涙
を
流
し
た
。
そ

の
涙
が
語
る
も
の
と
は
―
―
。

海海外外にに挑挑んんだだ男男がが
苦苦悩悩のの先先にに掴掴んんだだもものの

ロードレーサー・佐野淳淳哉哉のの真真実実
出口雅史（経和会理事）＝文
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活
動
の
場
を
本
格
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
移
し
て
、
世

界
で
の
飛
躍
を
誓
っ
た
は
ず
だ
っ
た
。

「
苦
し
か
っ
た
で
す
ね
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
事
な
競
技
な
の
に
、
言
葉
の
壁
も
あ
っ
て
チ
ー
ム

に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
が
現
実
を
思
い
知
り
、
う

つ
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
4
ヶ
月
ぐ
ら
い
自
転
車

に
も
乗
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

わ
ず
か
半
年
で
の
帰
国
。
海
外
で
生
活
、
そ
し
て

競
技
を
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
半
年
間
だ

っ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
チ
ー
ム
に
自
分
を
紹
介
し
て
く

れ
た
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
に
戻
る
こ
と
も
で
き
ず
、
佐
野
の

頭
に
は
引
退
と
い
う
文
字
が
よ
ぎ
り
始
め
て
い
た
。

「
設
立
さ
れ
て
間
も
な
い
那
須
ブ
ラ
ー
ゼ
ン
と
い
う

チ
ー
ム
の
監
督
が
元
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
声
を
か
け
て

く
れ
た
ん
で
す
。
ど
う
せ
や
め
る
な
ら
も
う
一
度
し

っ
か
り
と
走
っ
て
み
て
、
そ
れ
で
も
ダ
メ
な
ら
引
退

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」

呼
ん
で
く
れ
た
監
督
の
た
め
に
、
そ
し
て
自
分
自

身
の
た
め
に
、
佐
野
は
一
心
不
乱
に
ペ
ダ
ル
を
踏
み

込
ん
だ
。
そ
の
努
力
は
、
入
団
1
年
目
に
早
々
と
実

を
結
ぶ
こ
と
と
な
る
。
冒
頭
に
紹
介
し
た
「
全
日
本

自
転
車
選
手
権
大
会
」
で
の
優
勝
で
、
佐
野
淳
哉
と

い
う
ロ
ー
ド
レ
ー
サ
ー
は
復
活
を
遂
げ
た
。

「
家
族
も
無
理
だ
と
思
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
た

だ
『
や
っ
ぱ
り
ダ
メ
だ
っ
た
』
と
は
思
わ
れ
た
く
な

か
っ
た
。
治
る
と
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
こ
ま
で
戻
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で

す
ね
」

去
年
、
大
阪
を
本
拠
地
と
す
る「
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
・

パ
ワ
ー
タ
グ
」
に
移
籍
し
て
、
今
も
年
間
約
30
レ
ー

ス
に
出
場
し
て
い
る
。
去
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
選
考
会
で
涙
を
の
ん
だ
が
、
今
の

大
き
な
目
標
は
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

だ
。

「
肉
体
的
に
は
伸
び
て
い
な
い
し
、
競
技
す
る
だ
け

で
は
な
く
自
転
車
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
子
供
た

ち
を
増
や
し
て
、
指
導
す
る
活
動
も
し
て
い
き
た
い

で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
自
分
が
指
導
し
た

教
え
子
に
出
場
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、

私
も
ま
だ
現
役
で
す
の
で
自
ら
が
選
手
と
し
て
出
場

す
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
け
ど
（
笑
）」

現
在
35
歳
。
キ
ャ
リ
ア
は
ま
だ
短
い
が
、
年
齢
的

に
は
ベ
テ
ラ
ン
と
言
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
た

だ
、
一
度
ど
ん
底
を
見
た
人
間
の
強
さ
は
半
端
な
い

も
の
が
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
で
味
わ
っ
た
屈
辱
の
日
々

が
、
今
、
佐
野
を
動
か
す
原
動
力
と
も
な
っ
て
い
る
。

も
う
何
の
迷
い
は
な
い
、
あ
の
苦
し
か
っ
た
日
々
を

笑
顔
で
語
る
佐
野
の
姿
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
た
。

佐野淳哉さんプロフィール
1982年1月9日、静岡県旧清水市
生まれ。静岡県立清水南高校卒業、
2005年埼玉大学経済学部経営学科
卒業。ブリヂストンサイクリング
チーム、NIPPO、那須ブラーゼ
ンなどに所属し、那須ブラーゼン
所属時の2014年に「第83回全日本
自転車選手権大会ロードレース
（男子エリート）」で初優勝を飾る。
現在は、マトリックス・パワータ
グ（大阪）に所属。妻、長女、次女
の4人家族。

学生時代
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本
年
10
月
14
日
㈯
に
開
催
を
予

定
し
て
い
る
埼
玉
大
学
第
7
回
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
、
2
0
1

5
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受

賞
さ
れ
た
梶
田
隆
章
先
生
（
1
9

8
1
年
理
学
部
卒
業
）
を
お
招
き

し
て
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

（
埼
玉
大
学
・
埼
玉
大
学
同
窓
会

共
催
）

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是

非
講
演
会
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、

同
窓
生
の
活
躍
に
エ
ー
ル
を
お
送

り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
講
演
会
終

了
後
に
は
、
梶
田
先
生
を
囲
ん
で

の
懇
親
会
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
及
び
講

演
会
の
詳
細
は
、
内
容
が
確
定
し

次
第
、
大
学
Ｈ
Ｐ
、
経
和
会
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

埼
玉
大
学
と
東
日
本
旅
客
鉄

道
大
宮
支
社
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

に
よ
る
「
課
題
解
決
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
全

15
回
）
が
2
0
1
6
年
9
月
30

日
㈮
か
ら
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

埼
大
と
同
社
は
2
0
1
5
年

8
月
に
埼
玉
大
学
周
辺
地
域
の

魅
力
づ
く
り
や
埼
京
線
沿
線
の

活
性
化
、
次
世
代
の
地
域
づ
く

り
を
担
う
人
材
育
成
な
ど
に
向

け
た
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
2
0
1
5
年
度

は
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
で
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
放

映
、
沿
線
の
方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
今
後
の
埼
京
線
沿
線
ブ
ラ
ン

ド
等
に
資
す
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
の
講
義
は
そ
れ
ら
を
発

展
さ
せ
た
協
定
に
基
づ
く
具
体
策
の
ひ

と
つ
で
、
今
年
度
も
開
講
す
る
予
定
で

す
。講

義
は
「
地
域
活
性
化
創
造
プ
ロ
グ

ラ
ム
〜
文
化
施
設
を
起
点
に
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
〜
」
を
テ

ー
マ
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
支
社
長
が

講
師
を
務
め
る
ほ
か
、
さ
い
た
ま
市
の

協
力
も
得
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
や

必
要
な
知
識
を
学
び
、
最
終
回
に
は
埼

京
線
与
野
本
町
駅
を
中
心
に
、
彩
の
国
さ
い
た

ま
芸
術
劇
場
等
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
学
生
ら
が
検
討
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
提
案

を
行
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
支
社
で
行
わ
れ
た
2
0
1

7
年
2
月
3
日
㈮
の
最
終
回
で
は
、
学
生
が
3

つ
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
埼
京
線
の
与
野

本
町
駅
を
中
心
に
、

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸

術
劇
場
と
も
連
携
し
、

ス
ト
リ
ー
ト
生
け
花

や
音
楽
演
奏
な
ど
で

劇
場
ま
で
通
り
を
ア

ー
ト
ス
ト
リ
ー
ト
化

す
る
ア
イ
デ
ア
や
、

バ
ラ
祭
り
や
芸
術
劇
場
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
で
芸
術
に
触
れ
合
う
ま
ち
を
目
指
す
と

い
っ
た
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
に
設
立
い
た
し
ま
し
た
埼
玉
大
学

基
金
は
、
皆
様
か
ら
の
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
、

そ
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
埼
玉
大
学
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ジ
デ
ン
ス
（
国
際
学
生

寮
）」
の
整
備
に
つ
い
て
、
創
立
70
周
年
を
迎

え
る
平
成
31
年
10
月
の
完
成
を
目
指
し
て
準
備

を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

さ
ら
に
、
埼
玉
大
学
基
金
内
に
新
た
に
「
埼

玉
大
学
修
学
サ
ポ
ー
ト
基
金
」
を
設
立
し
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
学
生

に
対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

詳
細
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
の
ご

理
解
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

埼
玉
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
埼
玉
大
学
へ
の
ご
寄
附
」

（http
://w

w
w
.saitam

a-u.ac.jp/funds/

）

お
問
い
合
わ
せ
先

〔
埼
玉
大
学
基
金
室
（
広
報
渉
外
室
内
）〕

Ｔ
Ｅ
Ｌ
�
0
4
8‐

8
5
8‐

9
3
3
0

Ｅ‐

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
�s-kikin@

gr.saitam
a-u.ac.jp

開催予告
ノーベル賞受賞者
梶田先生 講演会

埼
玉
大
学
基
金
室
よ
り

埼
玉
大
学
基
金
の

現
状
報
告
と

ご
協
力
の
お
願
い

Ｊ
Ｒ
東
日
本
×
埼
玉
大
学

「
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

開
講
さ
れ
ま
し
た
。
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国家公務 関東信越国税局 4／厚生労働省 3／関東財務局 2／国土交通
省 2／特許庁 2／総務省 1／金融庁 1／経済産業省 1／国税庁 1／厚
生労働省 関東信越厚生局 1／さいたま地方検察庁 1／さいたま地方裁判
所 1／関東経済産業局 1／東京地方検察庁 1／東京法務局 1／防衛省陸
上自衛隊 1
地方公務 さいたま市役所 8／東京都特別区 4／栃木県庁 4／福島県庁
3／埼玉県庁 2／岩手県庁 2／東京都庁 1／茨城県庁 1／群馬県庁 1
／秋田県庁 1／山形県庁 1／東京消防庁 1／青森県警察 1／福島県警察
1／上尾市役所 2／熊谷市役所 1／羽生市役所 1／坂戸市役所 1／札
幌市役所 1／盛岡市役所 1／福島市役所 1／寒河江市役所 1／八頭町 1
銀行 株式会社みずほフィナンシャルグループ 2／株式会社日本政策金融
公庫 2／株式会社武蔵野銀行 2／株式会社三井住友銀行 1／株式会社り
そなホールディングス 1／株式会社商工組合中央金庫 1／株式会社足利銀
行 1／株式会社青森銀行 1／株式会社長野銀行 1／株式会社北洋銀行 1
／株式会社東邦銀行 1／スルガ銀行株式会社 1／みなと銀行 1／全国信
用協同組合連合会 1／埼玉縣信用金庫 1／西武信用金庫 1／秋田県信用
組合 1
保険 明治安田生命保険相互会社 3／三井住友海上火災保険株式会社 1／
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 1／株式会社東京海上日動パートナー
ズEAST 1／ジェイアイ傷害火災保険株式会社 1／セコム損害保険株式
会社 1／日本生命保険相互会社 1／第一生命保険株式会社 1／朝日生命
保険相互会社 1／オリックス生命保険株式会社 1
証券 大和証券株式会社 1／株式会社マネースクウェアHD 1
その他金融 三菱UFJリース株式会社 3／芙蓉総合リース株式会社 2／
三菱UFJニコス株式会社 1／オリックス・クレジット株式会社 1／株式
会社クレディセゾン 1／新生フィナンシャル株式会社 1／興銀リース株式
会社 1／ひろぎんリース株式会社 1／ポケットカード株式会社 1／東京
センチュリーリース株式会社 1
卸売業 三菱商事ケミカル株式会社 1／住友商事マシネックス株式会社 1
／早坂理工株式会社 1／株式会社トップカルチャー 1／株式会社マクニカ
1／株式会社リンベル 1／株式会社饒田 1／株式会社タウ 1／いわき魚
類株式会社 1
小売業 イオンリテール株式会社 1／株式会社コジマ 1／青山商事株式会
社 1／株式会社ヤオコー 1／株式会社セントラル楽器 1／株式会社ハイ
デイ日高 1／その他小売業 1
製造業 TOTO株式会社 1／エスビック株式会社 1／極東高分子株式会
社 1／理想科学工業株式会社 1／住友重機械精機販売株式会社 1／株式
会社前田製作所 1／株式会社加藤製作所 1／進和テック株式会社 1／共
同印刷株式会社 1／フジ株式会社 1／日本ケミファ株式会社 1／株式会
社富士薬品 2／株式会社ADEKA 1／株式会社ジョイアスフーズ 1／株
式会社ピックルスコーポレーション 1／株式会社武蔵野 1／片倉工業株式
会社 1／西川産業株式会社 1／三菱マテリアル株式会社 1／ヒガノ株式
会社 1／富士通株式会社 1／日本電気株式会社（NEC） 1／富士電機株
式会社 1／日本ヒューレット・パッカード株式会社 1／東北パイオニア
EG株式会社 1／大崎電気工業株式会社 1／池上通信機株式会社 1／新
日本無線株式会社 1／株式会社共和電業 1／いすゞ・やまとエンジン株式

会社 1／アスモ株式会社 1／株式会社エフテック 1
医療業、保健衛生 医療法人相生会 1
社会保険・社会福祉・介護事業 社会保険診療報酬支払基金 1／公益財団
法人埼玉県母子寡婦福祉連合会 1／株式会社デジタルクリエイト 1／サク
セスホールディングス株式会社 1
学校教育 宇都宮大学 1
情報通信業 日本放送協会 2／株式会社ワークスアプリケーションズ 2／
MUS情報システム株式会社 2／日本ユニシス株式会社 1／伊藤忠テクノ
ソリューションズ株式会社 1／NTTデータシステム技術株式会社 1／株
式会社日立ソリューションズ・クリエイト 1／富士通エフ・アイ・ピー株式会
社 1／株式会社NEXCOシステムズ 1／株式会社菱友システムズ 1／株
式会社第一コンピュータサービス 1／株式会社東邦システムサイエンス 1
／日興システムソリューションズ株式会社 1／日本メディカルネットコミ
ュニケーションズ株式会社 1／株式会社デジタルベリー 1／MLI システ
ムズ株式会社 1／エンカレッジ・テクノロジ株式会社 1／テクバン株式会
社 1／パシフィックシステム株式会社 1／ユニークビジョン株式会社 1
／株式会社アイネス 1／株式会社あとらす二十一 1／株式会社ティーガイ
ア 1／株式会社バーディーモバイル 1／株式会社ハット 1／株式会社ビ
ジネスブレイン太田昭和 1／株式会社フロンティアインターナショナル 1
その他サービス業（金融を除く） 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支
援機構 1／エン・ジャパン株式会社 1／株式会社スポーツビズ 1／その
他のサービス業：その他 1／有限責任あずさ監査法人東京事務所 1／有限
責任監査法人トーマツ 1／新日本有限責任監査法人 1／UHY東京監査法
人 1／株式会社東京商工リサーチ 1／アビームコンサルティング株式会社
1／エイチアールワン株式会社 1／株式会社さくら経営 1／汐留パート
ナーズ税理士法人 1／税理士法人TKネットワーク 1／税理士法人平成会
計社 1／PwCコンサルティング合同会社 1／株式会社 JTB首都圏 1／
株式会社ヴァリック 1／株式会社リラク 1／競艇総合管理株式会社 1／
株式会社パレスホテル 1／株式会社パッションアンドクリエイト 1／エイ
ベックスグループホールディングス株式会社 1／全国農業協同組合連合会
1／生活協同組合 1／日本生活協同組合連合会 1
運輸業 東日本旅客鉄道株式会社 1／日本貨物鉄道株式会社 1／西武鉄道
株式会社 1／日本通運株式会社 1／三洋海運株式会社 1
不動産取引・賃貸・管理業 三井不動産リアルティ株式会社 1／三菱地所
プロパティマネジメント株式会社 1／住友不動産販売株式会社 1／株式会
社パルコ 1／東武ビルマネジメント株式会社 1／アパルトマン株式会社
1／タイムズレスキュー株式会社 1／株式会社エフジェーネクスト 1／株
式会社東京流通センター 1／株式会社東洋不動産 1／大栄不動産株式会社
1／大和情報サービス株式会社 1／日本住宅株式会社 1
物品賃貸業 オリックス自動車株式会社 1
建設業 株式会社松永建設 2／岡山県土地開発公社 1／日本道路株式会社
1／東洋エンジニアリング株式会社 1／太平電業株式会社 1／共同防災
工業株式会社 1／武ダ技建創株式会社 1
電気・ガス・熱供給・水道業 東北電力株式会社 1／株式会社サイサン 1
／フジオックス株式会社 1／株式会社シャイニングサービス 1
農業・林業 その他農業・林業 1

保護者向け就職支援セミナー開催
経和会では、平成28年

11月26日㈯、経済学部3
年生の保護者（今回から
2年生も含む）を対象と
した就職支援セミナーを
経済学部棟5階で開催し
ました。
当日は、むつめ祭開催期間中であったこともあり、東北

や中部など全国各地から保護者の方が参加され、学生も含
め約126人が参加しました。
セミナーでは、最近話題が多い企業選びとブラック企業

チェック、面接の重要性（特に公務員対策）、カウンセラ
ーからのアドバイスを重点に、
①最近の就職状況、②埼玉大学経済学部生の就職状況、

③最近の就職活動の流れ④保護者に期待されていることな
どについて説明し、埼大生を継続して採用したい企業約220
社が参加する学内企業説明会への積極的な参加を勧めた。
セミナー終了後には希望者との個別面談も行いました。
保護者向け就職支援セミナーは国立大学ではめずらしい

企画であり、埼玉大学でも経済学部だけが平成22年から毎
年開催しており、今回で8回目となります。日頃、子供の
就職について不安を感じながらも見守ることしかできない
保護者の皆さまにとって、少しでもお役に立てれば幸いで
す。

就活直前在学生（３年生）向け就職支援セミナー開催
経和会では、平成29年2月9日㈭、経済学部主催の経済

学部3年生を対象とした「経済学部・就活セミナー」に全面

的に協力して4名のセミ
ナー講師を派遣し、今回
は2年生も対象に含め経
済学部棟で開催しました。

セミナーでは、業界・
企業の選び方、企業ホー
ムページの見方、ブラック企業の見分け方、ホワイト企業
例などを紹介した。テーマとしては、①最近の就職状況、
②埼玉大学経済学部の就職状況、③就職活動の基本と流れ、
④就職カウンセラーからのアドバイス、⑤質疑応答の順で
進行し、公務員志望の2年生の参加も含め期末試験直後で
霙が降る寒い午後でしたが約80人の参加がありました。

定例就職相談開催
経和会では、経済学部の協力を得て、平成28年4月から

8月まで経済学部棟において、毎週金曜日に平成29年3月
卒業の学生の皆さまを対象とした定例の就職相談を実施し
てきました。
経済学部就職相談カウンセラーは、就職活動を熟知した

埼玉大学就職カウンセラー経験者、企業での採用経験のあ
る経和会員です。
また、平成29年2月からは、平成30年3月卒業の皆さま

を対象とした就職相談を（4月からは毎週金曜日、2、3
月は木曜日に実施）8月までの予定で行っていますので、
ぜひご活用ください。
就職相談では、企業の選び方、志望動機の書き方から実

際の就職面接を模した模擬面接などを行っています。面接
希望の方は、学生センター内の経済学部係カウンターの受
付簿にご記入ください。

平成２９年３月卒の就職状況（平成２９年４月１日現在）
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経和会報 第20号5



む
つ
め
祭
開
催
報
告

2
0
1
6
年
11
月
24
日
か
ら
26
日
に
か

け
て
、
第
67
回
む
つ
め
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
去
年
と
比
べ
て
長
い
、
計
三
日
間

開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
構
内
は

大
い
に
賑
わ
っ
た
。
各
々
の
サ
ー
ク
ル
や

部
活
動
が
模
擬
店
の
屋
台
を
出
し
て
楽
し

ん
だ
り
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
披
露

し
た
り
と
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
む
つ
め
祭
は
、
学
生
同
士
の
交
流
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
方
々
の
催
し
物
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
近
所
の
飲
食
店
も
屋

台
を
出
店
す
る
な
ど
地
域
を
挙
げ
て
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
来
年
も
、

再
来
年
も
さ
ら
に
進
化
を
続
け
て
い
け
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
感
じ
た
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
を
盛
り
上
げ
る
お
祭
り
と

し
て
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

む
つ
め
ラ
イ
ブ
企
画

む
つ
め
祭
の
中
で
も
埼
玉
大
学
生
を
熱

狂
さ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
の
1
つ
と
し
て
む
つ

め
祭
常
任
委
員
会
の
ラ
イ
ブ
企
画
が
あ
る
。

こ
の
企
画
で
は
毎
年
、
大
学
生
に
人
気
の

あ
る
バ
ン
ド
や
ア
イ
ド
ル
を
招
い
て
い
る

の
も
あ
っ
て
、
出
演
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
発
表

前
か
ら
大
学
内
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
大
き
な
話

題
と
な
っ
て
い
た
。

今
年
の
出
演
者
は
2
組
で
1
つ
は
2
0

0
9
年
に
結
成
さ
れ
て
か
ら
バ
ン
ド
で
は

珍
し
い
ピ
ア
ノ
を
取
り
入
れ
た
大
学
生
に

人
気
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト「
Ｗ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」

と
、
2
0
1
0
年
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
初
の
大

規
模
な
ア
イ
ド
ル
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
「
ａ

ｖ
ｅ
ｘ
ア
イ
ド
ル
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
2
0

1
0
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
7
0
0
0
名

の
応
募
か
ら
選
ば
れ
た
12
名
か
ら
構
成
さ

れ
た
、
今
も
な
お
人
気
を
博
し
て
い
る
ア

イ
ド
ル
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
☆
Ｇ
ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｓ
」

で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
パ
ワ
フ
ル
な
ス
テ

ー
ジ
を
披
露
し
、『M

utsum
e
Fes
Live

2016
Lunch&

D
inner

』
と
称
し
、
全
2

公
演
を
行
っ
た
。
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
☆
Ｇ
ｉ
Ｒ

Ｌ
Ｓ
は
握
手
会
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
の
見
送

り
な
ど
も
行
い
、
Ｗ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
は
サ
イ

ン
入
り
グ
ッ
ズ
抽
選
会
な
ど
も
開
か
れ
、

全
2
公
演
で
1
0
0
0
人
を
超
え
る
動
員

を
み
せ
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
む
つ
め
祭

に
欠
か
せ
な
い
企
画
と
な
っ
た
本
ラ
イ
ブ

企
画
。
こ
れ
か
ら
も
埼
玉
大
学
生
の
話
題

を
席
巻
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

昨
年
に
引
き
続
き
、

今
年
も
開
催
さ
れ
た
ミ

ス
埼
大
コ
ン
テ
ス
ト
は

多
く
の
企
業
、
地
域
の

方
々
に
ご
協
力
の
も
と

大
盛
況
と
な
っ
た
。
本

コ
ン
テ
ス
ト
は
む
つ
め

祭
最
終
日
に
体
育
館
で

の
開
催
だ
っ
た
。
毎
年
、

コ
ン
テ
ス
ト
に
際
し
て

テ
ー
マ
が
設
け
ら
れ
る
。

今
年
は
「
わ
た
し
が
つ

く
る
、
わ
た
し
の
色
」
と
題
し
、
動
画
や
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
ミ
ス
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
一
人
ひ

と
り
の
個
性
を
多
く
の
方
々
に
見
て
も
ら

い
、
ミ
ス
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
自
身
に
も
自

ら
の
個
性
・
強
み
を
再
認
識
す
る
こ
と
で

各
々
の
自
信
と
な
り
、
よ
り
一
層
輝
き
が

増
す
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
こ
の
テ
ー

マ
は
設
定
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
テ
ー
マ

に
基
づ
き
ミ
ス
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
達
は
約

半
年
間
に
及
ぶ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に

精
を
出
し
て
き
た
。
今
年
で
8
回
目
を
迎

え
た
本
コ
ン
テ
ス
ト
だ
が
、
年
々
イ
ベ
ン

ト
自
体
の
進
行
は
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
企

画
も
面
白
味
が
増
し
て
き
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
来
場
者
数
は
過
去
最
大
の
も

の
と
な
っ
た
。
観
客
の
座
席
に
は
収
ま

ら
ず
、
後
ろ
に
立
ち
見
の
観
客
が
現
れ

る
ほ
ど
だ
。
き
っ
と
ミ
ス
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
各
々
の
家
族
や
、
サ
ー
ク
ル
の
仲

間
、
友
達
な
ど
身
の
回
り
の
人
た
ち
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
応
援
さ
れ
な
が
ら

試
行
錯
誤
の
中
歩
ん
で
き
た
彼
女
た
ち

の
晴
れ
舞
台
を
一
目
見
よ
う
と
詰
め
か

け
た
の
だ
ろ
う
。
本
番
中
は
何
と
も
言

え
な
い
緊
張
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た

が
、
コ
ン
テ
ス
ト
が
終
わ
る
と
少
し
肩

の
荷
が
下
り
た
よ
う
な
安
堵
の
表
情
を

見
せ
る
彼
女
た
ち
に
心
か
ら
お
疲
れ
様
、

と
い
う
言
葉
が
出
た
。
こ
ん
な
素
敵
な
イ

ベ
ン
ト
が
で
き
る
の
は
協
賛
を
い
た
だ
い

た
企
業
、
地
域
の

方
々
の
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
で
あ
る

し
、
何
よ
り
彼
女

た
ち
が
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
場
し
て
く

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
い
う
感
謝
の
念

を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
彼
女
た
ち

の
多
方
面
に
わ
た

る
活
躍
を
祈
っ
て

い
る
。

WON学大玉埼学生委員のページ

第
67
回
む
つ
め
祭
の
開
催
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埼
玉
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
番
奥
に

あ
る
運
動
場
で
は
、
季
節
を
問
わ
ず
一

所
懸
命
汗
を
流
す
選
手
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
今
回
は
埼
玉
大
学
が
誇

る
陸
上
競
技
部
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い

と
思
う
。
所
属
部
員
は
50
人
程
で
、
日

本
女
子
リ
レ
ー
の
監
督
経
験
が
あ
る
方

や
、
室
内
陸
上
の
記
録
を
保
持
し
て
い

る
指
導
者
の
監
督
の
元
、
全
国
大
会
出

場
者
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
。

お
話
を
伺
っ
た
の
は
全
国
大
会
出
場

経
験
を
持
つ
江
口
琴
美
さ
ん
。
埼
玉
大

学
陸
上
競
技
部
に
入
っ
て
良
か
っ
た
事

は
�
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
相
談
で

き
る
よ
う
な
信
頼
で
き
る
仲
間
が
で
き

た
こ
と
や
、
後
輩
が
で
き
る
こ
と
に
よ

っ
て
責
任
感
が
生
ま
れ
、
自
分
自
身
も

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
�
だ
と

言
う
。

個
々
の
レ
ベ
ル
が
高
い
環
境
に
身
を

置
き
、
信
頼
し
合
う
仲
間
と
切
磋
琢
磨

す
る
こ
と
で
、
自
身
の
記
録
を
伸
ば
し

て
い
く
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
埼
玉
大

学
陸
上
競
技
部
を
、
埼
玉
大
学
が
誇
る

部
活
動
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

て
い
き
た
い
。

昨
年
の
5
月
、

埼
玉
大
学
学
生
団

体
Ｆ
Ｐ
主
催
の
新

入
生
歓
迎
イ
ベ
ン

ト
「K

ICK
O
FF

PA
RT
Y

」
が
浦
和
に
あ
る
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
に
て
開
催
さ
れ
た
。KICK

O
FF

PA
RT
Y

は
4
年
連
続
で
開
催
さ
れ

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
新
入
生
同
士
で

行
う
催
し
物
や
埼
玉
大
学
の
音
楽
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
演
奏
な
ど
で
、
一
年
生
の

入
学
を
歓
迎
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い

る
。
埼
玉
大
学
で
は
全
学
部
共
通
の
新

入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
は
少
な
い
為
、
一

年
生
に
と
っ
て
は
他
学
部
の
友
人
と
知

り
合
う
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
出
演
サ

ー
ク
ル
はB.F.G.A

（
バ

ン
ド
サ
ー
ク
ル
）、
モ
ダ

ン
ジ
ャ
ズ
研
究
会
（
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
）、Chocoletz

（
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
）、

Y
ellow

Beatz

（
ブ
ラ
ッ

ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）、A

f-
terBeatClub

（
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
）、CollagE

（
Ｄ
Ｊ

サ
ー
ク
ル
）
の
全
6
団
体

で
、
司
会
進
行
を
前
年
度

ミ
ス
埼
大
コ
ン
テ
ス
ト
グ

ラ
ン
プ
リ
の
多
賀
香
織
さ

ん
が
務
め
た
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
各

音
楽
サ
ー
ク
ル
が
バ
ン
ド
サ
ウ
ン
ド
や

ア
カ
ペ
ラ
で
、
来
場
し
た
一
年
生
を
大

い
に
盛
り
上
げ
た
。
新
入
生
は
高
校
に

は
な
い
多
様
性
に
富
ん
だ
音
楽
ジ
ャ
ン

ル
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
埼
玉
大
学

に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
大
会
や
、
一
年
生

同
士
の
親
睦
を
深
め
る
借
り
物
競
争
な

ど
が
行
わ
れ
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
。

K
ICK

O
FF
PA
RT
Y

は
今
年
も

開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
多
く
の
新
入

生
が
参
加
す
る
事
が
予
想
さ
れ
る
。
多

く
の
友
人
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
新
入

生
に
と
っ
て
過
ご
し
や
す
い
大
学
で
あ

る
た
め
に
も
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
期
待

し
た
い
。

部
活
動
紹
介

埼
玉
大
学
陸
上
競
技
部

イ
ベ
ン
ト
紹
介

Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ
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第
11
回
を
迎
え
る
「
む
つ
め
ゴ
ル

フ
会
」
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、
昨
年

10
月
20
日
に
大
宮
国
際
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
学

院
在
学
生
1
名
を
含
む
53
名
が
参
加

し
、
そ
の
う
ち
経
済
学
部
と
文
理
学

部
は
20
名
で
し
た
。

今
大
会
の
優
勝
は
、
経
済
学
部
昭

和
47
年
卒
業
の
鈴
木
均
さ
ん
。
ネ
ッ
ト
72
・
8（
グ
ロ
ス
86
）

で
回
り
、
2
年
連
続
で
経
済
学
部
卒
業
生
が
優
勝
し
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
は
、
大
崎
鼎
さ
ん
（
昭
和
45
年
卒
）
が
10
位

と
、
経
済
学
部
・
文
理
学
部
の
卒
業
生
で
ト
ッ
プ
10
に
入
っ

た
の
は
わ
ず
か
に
二
人
。
少
し
寂
し
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

第
12
回
む
つ
め
ゴ
ル
フ
会
は
、
平
成
29
年
10
月
19
日
㈭
に

大
宮
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
予
定
で
す
。
大
会
情

報
は
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク「
埼
玉
大

学
同
窓
会
に
よ
る
む
つ
め
ゴ
ル
フ

会
」
に
随
時
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
友
人
を
お
誘
い
の
上
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

以
下
、
経
済
学
部
・
文
理
学
部
卒

の
参
加
者
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

松
村
雄
・
池
田
典
義
（
Ｓ
38
）、

大
崎
鼎
・
細
越
博
資
・
太
田
博
・

石
田
肇
（
Ｓ
45
）、
室
星
達
雄
・

清
水
克
通
・
由
井
文
良
・
鈴
木
均

（
Ｓ
47
）、小
林
千
秋
・
若
杉
順
一
・

望
月
康
邦
・
松
崎
正
代
（
Ｓ
48
）、

高
野
政
之
（
Ｓ
50
）、
手
嶋
毅
・

三
村
典
秋
（
Ｓ
57
）、
古
屋
久
昭

（
Ｓ
60
）、
出
口
雅
史
（
Ｈ
12
）、

川
島
秀
男
（
大
学
院
在
学
生
）

第
3
回
を
迎
え

る
経
和
会
サ
ロ
ン

が
、
今
年
2
月
18

日
に
埼
玉
大
学
東

京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

カ
レ
ッ
ジ
で
開
催

さ
れ
、
新
百
合
ヶ

丘
総
合
病
院
の
大

石
朝
子
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、「
が
ん

の
早
期
発
見
と
が

ん
治
療
最
前
線
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
人
の
死
因
で
断
ト
ツ
の
1
位
で
あ

る
が
ん
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
の
が
ん
に
お
い
て
ス
ト
レ
ス
や
タ

バ
コ
・
食
品
添
加
物
な
ど
が
、
が
ん
発
生

の
要
因
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

な
か
な
か
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
病
院

の
裏
事
情
ま
で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
っ
て

い
た
だ
い
た
大
石
さ
ん
で
す
が
、
が
ん
の

治
療
に
つ
い
て
大
事
な
こ
と
は
「
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
必
ず
受
け
る
こ
と
」「
自

ら
も
病
気
に
つ
い
て
勉
強
す
る
こ
と
」、

そ
し
て
病
院
選
び
の
際
は
「
症
例
数
を
確

認
し
て
経
験
の
多
い
病
院
を
選
ぶ
こ
と
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

講
演
の
後
に
は
懇
親
会
が
開
か
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

経
和
会
サ
ロ
ン
は
、
今
後
も
定
期
的
に
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
度

経
和
会
総
会
の
ご
案
内

一

日
時
等

�
総

会
�
平
成
29
年
7
月
8
日
㈯

午
後
1
時
か
ら

�
講

演
�
同
、
午
後
2
時
か
ら

�
懇
親
会
�
同
、
午
後
3
時
30
分
か
ら

二

場

所

�
総

会
�
埼
玉
大
学
経
済
学
部
Ａ
棟

5
0
4
教
室

�
講

演
�
同

�
懇
親
会
�
バ
ル
・
メ
リ
ン
の
森

（
大
学
第
二
生
協
内
）

三

講
演
会

�
講

師
�
山
本

俊
郎
氏
（
小
田
急

電
鉄
株
式
会
社

常
務
取

締
役
執
行
役
員
）

�
演

題
�
小
田
急
グ
ル
ー
プ
の
経
営

戦
略

四

懇
親
会
会
費

3
�0
0
0
円

（
現
役
学
生
・
院
生
は
無
料
で
す
）

五

交
通
手
段

�
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
「
北
浦
和
駅
」
よ

り
、
埼
玉
大
学
行
き
バ
ス
乗
車
15
分

程
度

�
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
「
南
与
野
駅
」
よ
り
、

埼
玉
大
学
行
き
バ
ス
乗
車
10
分
程
度

�
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
「
南
与
野
駅
」
よ
り
、

タ
ク
シ
ー
乗
車
で
は
料
金
は
1
�0

0
0
円
程
度

五

出

席

6
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
同
封
の
「
は
が

き
」
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

■
教
育
学
部
、
工
学
部
な
ど
の
一
部
を
除

き
主
な
古
い
建
物
の
耐
震
改
修
な
ど
が
完

了
し
使
い
や
す
く
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
が
東
京
駅

か
ら
神
田
の
万
世
橋
付
近
に
移
転
し
、
5

学
部
全
て
の
学
務
係
な
ど
の
学
生
の
窓
口

が
全
学
講
義
棟
1
号
館
1
階
（
旧
共
通
教

育
Ａ
棟
、
旧
教
養
部
Ａ
棟
）
に
移
転
し
た

な
ど
、
こ
の
1
年
で
も
様
々
に
大
学
は
変

化
し
て
い
ま
す
。

■
本
会
報
は
今
回
で
20
号
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

平
成
２８
年
度

優
秀
卒
業
論
文
表
彰

最
優
秀
卒
業
論
文

五
月
女

晴
奈

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
と
し
て
の

商
店
街
の
役
割

優
秀
卒
業
論
文

大
塚

愛
真

『
商
工
省
準
則
』
と
『
企
画
院
準
則
』

の
比
較

村
野

翼

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
に
対
す
る
考
察

柳
谷

一
輝

タ
イ
に
お
け
る
自
動
車
産
業
の
持
続
的

発
展
の
た
め
の
分
業
戦
略

第第
１１１１
回回
むむ
つつ
めめ
ゴゴ
ルル
フフ
会会
報報
告告

第第
３３
回回

経経
和和
会会
ササ
ロロ
ンン
報報
告告
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